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交付番号 5144 

「里 山 た め 池 の 再 生 に よ る 流 域 改 善 と 淡 水 域 ブ ル ーカ ー ボ 

ン 機 能 の 評 価」 

 

         神戸市立工業高等専門学校 都市工学科     宇野 宏司 

 

１ 研究の背景と目的 

 低炭素社会の実現を目指すわが国では，温室効果ガス削減に向けた様々な施策が

展開されている．ブルーカーボンは水中に生息する植物などの生物の作用によって

水中に取り込まれた炭素で，CO2吸収源対策の一つの選択肢として注目されている．

これまで沿岸浅海域を対象に様々な取り組みがなされてきたが，淡水域でのブルー

カーボン研究はほとんど行われていない． 

本研究で対象とする都市近郊に残存する農業用ため池は，戦後の宅地開発等に伴

い落差工等の河川構造物が設置され，富栄養な土砂が下流側に到達せずトラップさ

れやすい．一方で，栄養塩は CO₂吸収源の基となる水草や藻類の成長を促進させる

ため，このような富栄養ため池は CO₂吸収源としてのポテンシャルを有していると

考えられるが，そのような小規模ため池の物理環境や水質情報については実測デー

タが皆無なため，そのポテンシャルについては不明である．  

本研究では，都市近郊の農業用ため池を対象に，淡水域ブルーカーボン実証実験

の展開のための基礎的環境調査を実施し，水草の生育に適したポテンシャルを有す

るかどうか，先行実証実験地で取得されたデータとの比較によって評価した． 

 

２ 研究方法・研究内容 

 図 1 に本研究での調査地点（奥

池・口池）を示す．また，表 1に調

査概要を示す．調査は 2021 年 9 月

より開始し，2024 年 3 月現在も継

続中である．近い将来に淡水ブルー

カーボンの実証実験が予定されて

いる奥池では，ブルーカーボン機能

を評価する上で重要な TA（全アルカ

リ度），DIC（溶存無機炭素），ササバ

モ等の水草の成長を促す栄養塩量

を見積もるためのパラメータであ

る T-N（総窒素），T-P（総リン），微

生物に含まれる光合成色素のクロ

ロフィル a（以下，chl.a）を調べる

ための採水調査と，成層構造や物理

環境を把握するための連続モニタ

リング調査を実施した．採水調査は，

奥池の最深地点（図 1の〇地点）で，

ゴムボートからハイロートを垂下

し，所定の水深にて採水後，直ちに

ポリ瓶(500ml)，デュラン瓶(100ml)

に満水状態で充填した．携帯型 pH

 

図 1 調査地点（奥池・口池） 

 

表 1 調査概要 
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計を用いて pH，水温を測定，ポータブル炭酸ガス濃度計（TOA DKK 社,CGP-31）を使

用し，採水から 5 分後の pCO₂を測定した．連続モニタリング調査では，月 1 回のペ

ースで稼働中の機器からのデータ回収とメンテナンスを実施した．一方，奥池の下

流側で接続する口池では，採水調査のみ行った． 

  

 

３ 研究成果 

図 2 に奥池の月毎の成層形成割合，降雨日数，降雨量，日照時間，平均水深の推移

を示す．水深の深い春季・夏季（4～9 月）は期間中成層が維持されているが，秋季・

冬季（10～3 月）では，水位低下に伴い，表層と底層での混合が容易に生じやすくなる

傾向がうかがえる．この原因として，降雨等の天候イベントのほかに人為的な「搔い

堀り」が考えられる．搔い堀りは水深を急変させ，水草の成長阻害となる．2022 年 10

～11 月は前年に比べて成層形成割合が高いことが確認できるが，実証実験のために水

 

 

図 2 成層形成の割合の推移（奥池） 

 

 

図 3 DIC_TA_pCO₂と DIC_TA_pH の関係     図 4 ΔDIC と pH の関係  
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抜きを中断しているためである． 

TA と pH より計算された DIC（以下，DIC_TA_pH）は，藻類等による光合成や呼

吸等の生産活動が全く考慮されていない場合の DIC であり，TA と pCO₂から計算さ

れた pCO₂（以下，DIC_TA_pCO₂）は生産活動が考慮された場合の DIC である．こ

れらを比較することで，微生物の生産活動がどの程度行われているかを見積もること

ができる．図 3 に奥池と口池の DIC_TA_pCO₂と DIC_TA_pH の関係を示す．

DIC_TA_pCO₂から DIC_TA_pH を引いた値（以下，ΔDIC）が正の場合は，微生物に

よる光合成が呼吸を卓越している状態であり，ΔDIC が正の場合に注目して，chl.a，

pH，水温との関係を確認した．  

ΔDIC と pH の関係を図 4に示す．pH は，水中に存在する藻類の光合成により，

水中の CO₂が消費されることで上昇する．季節的な変化のほか，成層時と混合時の

ΔDIC に大きな差が見られた．この結果より，成層状態が藻類の光合成による生産活

動を大きく阻害していることが確認された．  

 

 

図 5 ΔDIC と chl.a の関係       図 6 ΔDIC と水温の関係 

 

 

図 7 温度成層形成時における奥池・口池表層の pCO₂_obs 推移 
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ΔDIC と chl.a の関係を図 5に示す．季節や成層状態によってそれぞれ異なる傾き

を示すことが確認できる．原因として，奥池・口池に棲む藻類の季節的な個体数変化

による CO₂吸収効率の変化や，雨風等の外的要因により，池内が攪拌され，藻類の

鉛直方向分布が変化し，光合成活性が変化したことが考えられる． 

ΔDIC と水温の関係を図 6に示す．夏，秋，冬でそれぞれ異なる 3 つの傾きを示す

ことが確認できる．また，水温だけでなく季節によっても関係が異なるのは，藻類の

種類によって増殖条件の水温や光環境等が違うことが原因と考えられる．また，秋季・

冬季について，水温の低下に伴い，ΔDIC が増加していることから，水温が低下する

ほど増殖傾向にある緑藻類や，高水温，低水温でも他の藻類に比較して増殖する珪藻

類の個体数が奥池，口池のΔDIC の増減に大きく影響を与えていると考えられる． 

図 7に温度成層形成時の奥池，口池の表層における pCO₂_obs の推移を示す．

2023 年 8 月 8 日に奥池にミカンネットの中にササバモ 10 株とササバモの定着しやす

い中礫の混じった土を入れたものを 100 個（計 1000 株）移植した．その後はザリガ

ニによる食害の影響を受け，同年 12 月 7 日時点ではわずか 10 株程度まで減少して

しまった．定着が失敗した点から，現時点では，ササバモの吸収効果については本研

究期間内には検証ができなかった．  

 

４ 生活や産業への貢献および波及効果 

 本研究では，都市近郊の里山に残存する農業用ため池である奥池を対象に，淡水ブ

ルーカーボン実証実験の展開のために現地調査を実施した．その結果，奥池・口池の

CO₂吸収量は，水温，chl.a，pHと関係があり，季節による藻類の種類（緑藻類や珪藻

類）の変化や藻類の個体数の変化，成層状態が影響していることが示唆された． 

神戸市の都市近郊には農業用ため池が残存している．これらは，淡水域ブルーカー

ボンの固定源となる水草の生育ポテンシャルが高い空間となりうる．しかし，近年は

管理者の高齢化や離農化によって放棄された状況にあるところが多い．本研究で対象

とする実証実験地である奥池（神戸市須磨区）は，かつては数十世帯で構成された小

さな集落が農業用ため池として使用していたが，現在は 5 世帯程度の農業への利用に

とどまっており，水利権者も 80歳を超えているため，ため池の水質等の管理が疎かに

なってきている．適切な管理がなされていなければ，富栄養化が進行し，藻類の異常

発生現象であるアオコがため池の水質悪化を引き起こすことで，下流側の水質にも影

響を及ぼす可能性がある．一方，ササバモ等の沈水植物がアオコの原因となる藍藻類

の発生を抑えることも知られている。このような都市近郊に残存する未活用・管理放

棄されたため池に，ササバモの生育を通して淡水ブルーカーボンの固定源として活用

することが可能となれば，水質改善によるため池の水環境保全が期待される。さらに

は，生物多様性の構築や低炭素社会の実現にも貢献できることが期待される． 


